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都市再生整備計画（第５回変更）

平成２１年２月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 460 ha

平成 8 年度　～ 平成 23 年度 平成 16 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況
　橋本地域は、首都近郊の内陸工業都市の核として発展し地域経済を支えてきたが、近年の産業構造の転換などを背景とした大規模工場の移転による遊休地の発生や、駅周辺の商業の沈静化などが課題となり、都市の再生に向けた取組みが必要となっ
ている。また、中心市街地の基盤整備が進む一方で周辺部の道路整備などの基盤整備が遅れ、都市防災機能の向上や安全で利便性の高い道路網整備が望まれている。
　そこで、駅周辺の市街地の整備改善及び商業等の活性化を地域の創意工夫を生かしながら一体的に推進するため、平成11年2月に「中心市街地活性化基本計画」を策定すると共に、平成15年7月には中心市街の活性化や大規模工場跡地の土地利用転
換を図るため、都市再生緊急特別措置法による都市再生緊急整備地域に指定され、土地利用の新たな展開が進んでいる。
　また、第５次首都圏基本計画では、業務核施設集積地区としても位置付けされており、広域交流拠点としての都市づくりを進めている。本市総合計画においても、都市の核の一つとして商業・業務施設等の集積を高めると同時に、快適な市街地環境の整備
や、安全で利便性の高い交通網の形成、ゆとりある歩行者空間の充実を目指している。

計画期間 交付期間 20

交通結節点としての利便性を活かし、安全で快適なにぎわいのある広域的拠点形成を図る。

都道府県名 神奈川県 相模原市 橋本地区

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/日 H15 H20

ha Ｈ14 H20

ha Ｈ12 H20

km/km2 H16 H20

173ha

避難路延長の増加 幅員１５ｍ以上の避難路整備を図る。 避難路の整備により地域の防災性・安全性向上を図る 3.2km/km2 3.5km/km2

商業・住宅系延べ床面積の増加 商業・業務・住宅の延べ床面積で広域拠点性を図る 広域機能集積、商店の活性化により広域拠点性を高める 138.4ha

10万人

防災機能の向上 広域避難場所や災害応急対策施設の整備面積 オープンスペースの確保と防災機能の充実により安全性の向上を
図る

4.7ha 7.6ｈａ

来街者数の増加 駅周辺の歩行者通行量により街のにぎわいを図る 道路整備により歩行者等の回遊性向上し街のにぎわいを高める 8.3万人

　近年の産業構造の転換などを背景とした、大規模工場の移転による遊休地の発生や、駅周辺の商業の沈静化などの課題から各種の地域指定等による施策の取り組みを進め、市街地再開発事業や都市拠点整備事業などにより商業・業務・居住施設の高
密度高層化が図られる一方で地域の防災機能の強化に資する道路や公園整備のほか、広域交流拠点としての多様な機能強化、地域内へのアクセス向上や渋滞解消のための道路整備など、都市基盤整備が急務となっている。

橋本駅周辺は、町田・相模原業務核都市構想における業務集積地区、都市再生特別措置法における都市再生緊急整備地区と位置付けられ、また、中心市街地活性化基本計画により市街地の改善及び商業等の活性化を図り、神奈川県の北の玄関口とな
るべく、首都圏南西部における広域的な交流拠点にふさわしい都市整備を進めている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針 方針に合致する主要な事業
・安心して過ごせる都市機能の強化のため、防災機能の充実や地域住民の憩いの場に資する公園整備や、地区内へのスムーズなアクセスの向上を図るた
めに都市計画道路などの都市基盤整備を行う。

・小山公園整備事業
・市道相原宮下道路改良事業
・（都）相原大沢線道路改良事業
・小山公園ニュースポーツ施設整備事業（関連事業）
・（都）橋本上溝線道路改良事業（関連事業）
・（仮称）相模原北部地区警察署建設（関連事業）
・（仮称）橋本駅南入口交差点横断地下道整備(関連事業）
・市道相原大沢道路改良事業（関連事業）
・地区幹線道路１号道路改良事業（関連事業）
・区画道路１号道路改良事業（関連事業）

・安全でゆとりのある通行空間の確保と歩行者の回遊性の向上を図るため、道路の拡幅整備等により歩行者通路や歩行者空間の整備を行う。 ・市道橋本74号ほか1道路改良事業
・市道相原高校前通り道路改良事業
・市道橋本２７号道路改良事業
・市道小山２２号道路改良事業
・（都）相原大沢線道路改良事業
・橋本駅南口第１自転車駐車場改修事業
・橋本駅南口第２自転車駐車場改修事業

その他

・快適でにぎわいのある住みよい生活環境を創出するため、下水道などの都市施設の整備や、建物の共同化により有効な空地の確保や不燃化を図るため
優良建築物整備事業等を行う。

・汚水管整備（相原大沢ほか１関連）（提案事業）
・優良建築物等整備事業（橋本東町地区）（関連事業）
・優良建築物等整備事業（橋本D地区）（関連事業）
・商店街ステップアップ事業（関連事業）
・橋本ＴＭＯ事業（関連事業）

○事業終了後の継続的なまちづくり活動
・当地域においては、中心市街地活性化地区における商業等の活性化策を推進していくため、、ＴＭＯ（タウン・マネージメント機関）が設置されており、商業活性化事業のコ－ディネート機関として事業の推進に対し、総合的かつ横断的に調整を図っている。
 
○街並み形成の誘導を図るための方策について
・駅周辺の道路整備に併せ安全で快適な道と豊な沿道空間を創出するため、地区計画やまちづくり協定により壁面線の後退や、電線類の地中化や街路灯の設置を行っている。
・都市再生緊急整備地域の大山町地区については、道路、公園等の都市基盤施設を整備するとともに、地区計画制度の活用により、大規模工場跡地の土地利用転換を図り、多様な都市機能を持った複合市街地の形成を目標としたまちづくりを進めていく。

○交付期間中の計画の管理について
・中心市街地活性化地区においては、地元商店街や自治会・市が事業の連絡調整・協議を行う中心市街地活性化推進連絡協議会や、市主体の事業の進行管理を行う中心市街地活性化対策推進会議が組織されている。

橋本駅南口第２自転車駐車場改修事業
・橋本駅北口第１自転車駐車場改修事業
・やすらぎの道立体交差の環境整備（提案事業）
・自転車駐車場ラック改修事業（提案事業）
・交差点改善整備（提案事業）
・（都）橋本駅北口線道路改良工事（関連事業）
・（仮称）橋本駅南入口交差点横断地下道整備(関連事業）
・市道相原大沢道路改良事業（関連事業）
・立体横断施設整備事業（関連事業）



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 相模原市 直 L=140m,W=6～6.5m H16 H17 H16 H17 93 93 93 93

道路 市道相原宮下 相模原市 直 Ｌ＝840ｍ,Ｗ＝１６ｍ H18 H20 H18 H20 1,669 1,669 1,669 1,669

道路 市道小山２２号 相模原市 直 Ｌ＝４００m,Ｗ＝８m H19 H20 H19 H19 26 26 26 26

道路 市道橋本２７号 相模原市 直 Ｌ＝２６０m,Ｗ＝７m H18 H19 H18 H19 146 146 146 146

道路 市道相原高校前通 相模原市 直 Ｌ＝８０m,Ｗ＝１０m H18 H20 H20 H20 204 204 204 204

道路 相模原市 直 L=380m,W=17m H16 H20 H18 H20 2,250 1,209 1,209 1,209

公園 小山公園 相模原市 直 3.1ha H16 H18 H16 H18 3,914 2,633 2,633 2,633

地域生活基盤施設 相模原市 直 駐車台数約1900台 Ｈ20 Ｈ20 Ｈ20 Ｈ20 77 77 77 77

地域生活基盤施設 相模原市 直 駐車台数約2400台 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ19 Ｈ20 118 118 118 118

地域生活基盤施設 相模原市 直 駐車台数約1000台 Ｈ19 Ｈ19 Ｈ19 Ｈ19 30 30 30 30

合計 8,527 6,205 6,205 6,205 …A

交付期間内事業期間

0

0

0

0

0

0

0

交付対象事業費 6,247 交付限度額 2,498 国費率 0.4

うち民負担分

0

0

0

0

規模
（参考）事業期間

事業
細項目

事業主体事業箇所名 直／間

橋本74号ほか1

橋本駅南口第２自転車駐車場

橋本駅北口第１自転車駐車場

橋本駅南口第１自転車駐車場

(都)相原大沢線

合計 8,527 6,205 6,205 6,205 A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
やすらぎ立体交差環境整備 市道橋本石神 相模原市 直 L=76m Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ Ｈ２０ 18 18 18 18

交差点改善整備 市道橋本三谷ほか３ 相模原市 直 36箇所 Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ１８ Ｈ１９ 18 18 18 18

相模原市 直 Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ１９ Ｈ２０ 4 4 4 4

相模原市 直 ４６０ha Ｈ20 Ｈ２０ Ｈ20 Ｈ２０ 2 2 2 2

－ 0

－ 0

－ 0

合計 42 42 42 42 …B
合計(A+B) 6,247

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
建設組合 国土交通省 0.4ha ○ H15 H16 5,400

建設組合 国土交通省 0.4ha ○ H16 H18 6,600

神奈川県 警察庁 H16 H17

相模原市 国土交通省 L=180m,W=11m ○ H16 H19 416

相模原市 国土交通省 L=420m,W=16m ○ Ｈ9 H16 861

市道相原大沢 相模原市 国土交通省 L=400m,W=17m ○ H18 H22 1,756

民間事業者 L=610m,W=16m ○ H18 H21

民間事業者 L=270m,W=9m ○ H18 H21

民間事業者 跨線橋W=3m ○ H18 H21

国土交通省 国土交通省 １６号地下横断 ○ H18 Ｈ19

商店街ステップアップ事業 橋本駅北口周辺 協同組合橋本商店街 ○ H14 H18 5

橋本ＴＭＯ事業 橋本駅周辺 相模原商工会議所 約150ha ○ H11 H22 14

相模原市 神奈川県 0.3ha ○ Ｈ18 Ｈ18 79

相模原市 国土交通省 φ200 L＝300m ○ H19 H20 12

合計 15,300

0

規模

－

自転車駐車場ラック改修

－

区域全体

－

0

0

うち民負担分

0

0

0

道路

自転車駐車場整備

事業

優良建築物等整備事業

事業活用調
査

優良建築物等整備事業

地域創造
支援事業

まちづくり活
動推進事業

相模原北警察署

下水道

交通結節点改善事業

区画道路１号

立体横断施設整備

道路

道路

橋本Ｄ地区

所管省庁名事業箇所名

市道橋本下九沢

市道橋本駅北口

橋本東町地区

事業主体

小山公園

（都）相原大沢線ほか1関連

全体事業費

細項目

まちづくり交付金事業効果分析業務

（いずれかに○） 事業期間

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間事業箇所名事業

（参考）事業期間

道路

道路

小山公園ニュースポーツ施設整備

道路 地区幹線道路１号

橋本駅南入口交差点横断地下道整備



都市再生整備計画の区域

　橋本地区（神奈川県相模原市） 面積 460 ha 区域
橋本１～８丁目、東橋本1～３丁目、東橋本4丁目の一部、宮下本町3丁目の一部、小山4丁目、大
山町、西橋本1～3丁目、西橋本4・5丁目の一部、相原1・2丁目の一部、元橋本町、



　橋本地区（神奈川県相模原市）　整備方針概要図

来街者数の増加 （人／日） 83,000 （１５年度） → 100,000 （２０年度）

防災機能の向上 ｈａ 4.7 （１４年度） → 7.6 （２０年度）

避難路延長の増加 （km／k㎡） 3.2 （１６年度） → 3.5 （２０年度）

目標
交通結節点としての利便性を活かし、安全で快適なにぎわいのある広域的拠点

形成を図る。

代表的な

指標

■市道橋本27号道路改良橋本地区 ■橋本駅北口第1自転車駐車場
L=260m W=7ｍ

橋本地区
面積（460ha）

やすらぎ立体交差
○市道相原大沢道路改良事業

■市道相原宮下道路改良
L=840m W=16ｍ

■市道橋本74号ほか道路改良
L=140m W=6～6.5ｍ

○橋本東町地区優良 建築物等整備事業

新整備方針概要図
■橋本駅南口第2自転車駐車場

□やすらぎ立体交差
環境整備

■市道相原高校前通道路改良
L=80m W=10ｍ

□交差点改善
整備事業

○市道橋本駅北口
道路改良事業

○汚水管整備事業
（相原大沢線ほか関連）

整備事業

○相模原北警察署

○立体横断施設整備事業
（跨線橋）

■市道相原大沢道路改良事業
L=380m W=17ｍ

■市道小山22号道路改良事業
L=400m W=8ｍ

○橋本駅南入口交差点

○橋本Ｄ地区優良
建築物等整備事業

○小山公園
ニュースポーツ施設整備
Ａ=約0.3ha

基幹事業

凡 例
■橋本駅南口第1自転車駐車場

地下横断施設整備

○市道橋本下九沢道路改良事業

■小山公園整備事業
Ａ=約3.1ha

□交差点改善
整備事業基幹事業

提案事業

関連事業

・商店街ステップアップ事業
・橋本ＴＭＯ事業

・地区幹線道路1号道路整備事業
・区画道路1号道路整備事業

整備事業
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